
　

本
年
７
月
の
世
界
の
海
面
水

温
は
、
過
去
１
３
０
年
間
で
最

も
高
い
16
・
99
℃
だ
っ
た
こ
と

が
、
先
日
報
道
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
地
球
温
暖
化
に
加
え
、
南

米
ペ
ル
ー
沖
の
水
温
が
上
昇
す

る
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
現
象
が
追
い

打
ち
を
か
け
た
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
影
響
に
よ
り
、
今
年
の

東
北
地
方
は
、
梅
雨
明
け
が
特

定
さ
れ
な
い
ま
ま
夏
が
終
わ

り
、
実
り
の
秋
を
迎
え
て
い
ま

す
。
日
照
不
足
に
よ
る
水
稲
の

作
柄
へ
の
影
響
が
心
配
さ
れ
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
て
、
今
年
度
の
重
点
施
策

の
一
つ
と
し
て
、「
健
康
づ
く

り
事
業
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
が
、
先
に
ご
紹
介
し
た
「
ス

ロ
ー
筋
ト
レ
教
室
」
は
、
10
月

１
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
本
宮

市
民
元
気
い
き
い
き
応
援
プ
ラ

ザ
（
愛
称
「
え
ぽ
か
」）」
に
お

「
未
来
に
輝
く
ま
ち
づ
く
り
」
⒂

本
宮
市
長　

佐
藤
嘉
重

い
て
、
来
月
開
催
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
の
予
防
事
業
と
し

て
、「
１
日
10
分
、
１
カ
月
で

　

め
ざ
せ
ベ
ル
ト
の
穴
１
つ
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
受
講
者
限

定
で
実
施
し
ま
す
が
、
来
年
度

以
降
も
事
業
を
継
続
し
て
、
指

導
者
育
成
も
行
い
な
が
ら
、
多

く
の
皆
さ
ま
に
「
ス
ロ
ー
筋
ト

レ
」
を
体
験
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
健
康
づ
く
り
に
は

「
食
」
も
重
要
で
す
の
で
、
皆

さ
ま
と
一
緒
に
考
え
て
い
く
た

め
の
、
話
題
づ
く
り
を
進
め
て

い
き
ま
す
。「
食
」
は
、
人
間

の
か
ら
だ
を
維
持
し
て
い
く
た

め
の
基
本
で
あ
り
、「
食
」
を

抜
き
に
し
て
健
康
は
語
れ
ま
せ

ん
。

　

今
年
度
は
、
食
事
か
ら
健
康

を
考
え
る
「
食
の
力
講
座
」
と

題
す
る
講
演
会
や
料
理
講
習
会

を
開
催
す
る
予
定
で
す
の
で
、

皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
（
詳
し
く
は
23

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

シ
リ
ー
ズ

　環境基本計画の今月号の内容は、人と自然が共生できる環境を創造する取り組みについてです。私たち
がふれあう自然を大切にしましょう。

　近年、地球温暖化の観点などからも、みどりや森林の重要性に対する認識が高まっ
ています。
　本宮市は、阿武隈山系からなる山並みや丘陵地、安達太良山から連なる山並みを有
し、さらに、県の自然環境保全地域として高松山のアカマツなどの人工林や、岩角山
のケヤキなどの人工林・岩石の露頭が指定されており、豊かな自然資源が確保されて
います。
　これら豊かな自然を保全していくためには、植林や間伐など森林の適正な維持管
理、自然破壊の未然防止などの対策が必要となります。
　みどりは、環境の保全や防災に寄与するだけでなく、リラックス効果、免疫力の向
上、心身の健康など快適な野外レクリエーション空間の提供やうるおいのある都市景
観の向上、生態系保全の機能、二酸化炭素の吸収などの役割も担っており、これらの
大切な自然を次世代へと引き継いでいくことが重要です。

森林や都市部での緑地などが、適正に管理されている。取り組みの目標

§私たちに出来ること

◦敷地内の緑化、住宅地の生垣化を進めます。
◦自然のしくみを理解し、自然を大切にします。
◦里山の適正管理に努めます。
◦農地を適正に保全します。

自然とともに…うるおいのあるまちづくり

　本宮市の恵まれた自然の中には、多様な生物が生息しています。
　地球上の生物は、生息場所に応じた相互の関係を築きながら、地球の生命体を形づくっています。このような多様
な生物の世界を「生物多様性」といいます。
　生物多様性は、生態系のバランスを維持するうえで重要であるばかりでなく、私たち人間の生活にも計り知れない
恵みをもたらしてくれます。さらに生活にうるおいや安らぎをもたらす存在として、人類の豊かな生活に欠かすこと
のできない役割を果たしています。
　一方、本来その地域には生息しない「外来種」により、固有の生態系を崩すという問題も発生しています。一度崩
れた生態系は回復が困難となるため、未然の対策などが重要です。

緑地や水辺の確保など身近な動植物などとふれあえる環境が、
確保されている取り組みの目標

§私たちに出来ること

◦動植物の生息・生育場所を荒らしません。
◦愛護や鑑賞目的の動植物を野生化させたり、魚や昆虫などを他

地域から移入させません。
◦緑化にあたっては、地域の生態系に適した植物種を選びます。

　本宮市には、市内中心部を流れる阿武隈川を始め、大小さまざまな河川、ため池、湧水地などが存在しています。
これらの河川やため池などの水辺は、市民の憩いの場ともなっており、良好な保全活動が必要です。
　しかし、場所によっては、ごみの投棄や、周辺環境の悪化がみられるなど水質が懸念されています。
　良好な水資源の確保も含め、美しい水辺を保全しながら、後世へ引き継いでいくための活動が重要です。

魚や様々な生き物が住める河川などの水辺で、散策などが楽しめる。取り組みの目標

§私たちに出来ること

◦自然の水辺を大切にします。
◦水辺の清掃活動などに参加し、水辺の美化に努めます。

◆問い合わせ先　生活安全課　環境保全係　（TEL 内線 114）

みどりあふれるまちづくりへの取り組み

生物生息空間の保全と創造への取り組み

うつくしい水辺の保全と創造への取り組み
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